
TOPICS
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

西
山
遥
菜
委
員
長
（
菊
池
南
中
）

質
問
▼
菊
池
市
で
は
最
近
、
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、自
転
車
・

自
動
車
の
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
か
？

答
弁
▼
現
在
、
学
校
ご
と
に
小
学
校

３
年
生
を
対
象
に
自
転
車
教
室
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
・
自
動

車
の
交
通
マ
ナ
ー
に
限
ら
ず
、
歩
行

者
ま
で
範
囲
を
広
げ
て
、
春
・
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
や
、
毎
月
１
日
、

10
日
、
20
日
の
「
県
下
一
斉
交
通
安

全
の
日
」
に
は
菊
池
市
交
通
指
導
員

の
皆
さ
ん
に
よ
る
街
頭
指
導
と
、
交

通
安
全
広
報
車
に
よ
る
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
交
通

事
故
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
菊
池
市
と
菊
池
警
察
署

で
は
、
今
年
７
月
10
日
に
連
絡
協
議

会
を
作
り
、
毎
月
１
日
を
「
安
全
安

心
き
く
ち
の
日
」
と
定
め
、
区
長
会

を
は
じ
め
老
人
ク
ラ
ブ
、
交
通
安

全
協
会
な
ど
、
市
民
団
体
の
方
と
横

の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
で
巡
回
す
る
な
ど
し
て
、
交

通
安
全
指
導
や
犯
罪
防
止
の
た
め
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

再
質
問
▼
今
現
在
、
自
転
車
２
人
乗

り
な
ど
の
問
題
は
残
っ
て
お
り
、
不

十
分
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
安

全
安
心
き
く
ち
の
日
」
は
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

答
弁
▼
自
転
車
の
指
導
に
関
す
る
今

後
の
取
り
組
み
は
、
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

先
生
方
な
ど
気
づ
い
た
人
が
注
意
で

き
る
体
制
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
を
含
め
て
市
民
の
安
全

安
心
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
安

全
安
心
き
く
ち
の
日
」
は
、
こ
れ
ま

で
各
団
体
ご
と
の
計
画
で
街
頭
指
導

や
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
も
の
を
、
統
一
行
動
日
と
し

て
月
に
１
回
活
動
し
、
市
民
総
ぐ
る

み
で
交
通
安
全
や
犯
罪
の
防
止
に
努

め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

菅　

朱
香
委
員
長
（
泗
水
中
）

質
問
▼
い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
、
酪
農

業
を
や
め
ざ
る
を
得
な
い
農
家
の
方

が
増
え
る
と
し
た
ら
、
市
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
取
り
ま
す
か
？

答
弁
▼
輸
入
農
畜
産
物
の
増
加
や
価

格
の
低
迷
、
飼
料
や
燃
料
の
値
上
が

り
で
影
響
を
受
け
た
農
林
業
者
に
対

し
て
、
経
営
を
続
け
て
い
く
た
め
に

必
要
な
お
金
を
貸
し
付
け
る
制
度
が

設
け
ら
れ
、
菊
池
市
と
し
て
は
、
約

10
億
円
の
貸
付
枠
を
確
保
し
、
利
子

が
無
利
子
か
１
パ
ー
セ
ン
ト
の
低
い

利
率
と
な
る
よ
う
、
利
子
補
給
補
助

金
の
予
算
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
畜

産
農
家
で
は
堆
肥
舎
は
特
別
に
５
年

間
固
定
資
産
税
を
減
額
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
減
額
が

終
わ
っ
た
施
設
に
つ
い
て
も
、
本
年

度
か
ら
新
た
に
５
年
間
の
減
額
を
行

う
な
ど
の
方
法
を
取
り
な
が
ら
、
各

農
家
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
の

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
他
、

各
種
機
械
な
ど
に
か
か
る
償
却
資
産

の
税
金
に
つ
い
て
、
一
部
を
減
額
す

る
支
援
策
の
検
討
や
、
経
済
対
策
・

景
気
対
策
を
趣
旨
と
し
て
、
10
パ
ー

セ
ン
ト
の
特
典
（
５
、０
０
０
円
で

５
、５
０
０
円
の
買
い
物
が
で
き
る
）

を
付
け
、
菊
池
市
内
を
限
定
し
て
買

い
物
す
る
と
き
に
使
え
る
「
地
域
通

貨
」
の
実
施
を
計
画
し
、
激
変
す
る

菊
池
市
の
農
業
・
産
業
発
展
の
た
め

に
し
っ
か
り
と
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問
▼
私
た
ち
の
世
代
が
も
っ
と

農
業
に
つ
い
て
興
味
を
持
て
る
よ

う
な
活
動
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
す

か
？

答
弁
▼
菊
池
市
で
は
、
幼
稚
園
や
保

育
園
を
は
じ
め
市
内
の
す
べ
て
の
小

中
学
校
で
、
農
業
体
験
学
習
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
中
学
校
で
は
、

職
場
体
験
や
農
家
に
泊
ま
り
こ
ん
で

農
業
を
体
験
す
る
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

お
よ
び
勤
労
体
験
学
習
な
ど
で
農
業

の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
小
さ
い
時
か
ら
こ
れ
ら
の
活

動
を
通
し
て
農
業
に
つ
い
て
興
味
を

持
ち
、
農
業
に
自
信
と
誇
り
を
持
つ

後
継
者
が
一
人
で
も
多
く
就
業
す
る

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

久
川
華
奈
委
員
長
（
泗
水
中
）

質
問
▼
私
た
ち
が
当
た
り
前
に
捨
て

て
い
く
も
の
も
、
世
界
の
子
ど
も
た

ち
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
開
発
途
上
国
へ

の
物
資
援
助
を
市
で
も
活
動
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
？

答
弁
▼
そ
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て

い
る
機
関
と
し
て
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

物
品
提
供
は
品
物
が
限
定
さ
れ
て
お

り
、
衣
服
や
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
な
ど
は

基
本
的
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
や
楽
器
類
、

教
材
な
ど
提
供
で
き
る
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。
菊
池
市
に
は
３
年
前
に

菊
池
国
際
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
て

お
り
、
市
と
一
緒
に
な
っ
て
国
際
交

流
や
国
際
援
助
な
ど
い
ろ
ん
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
提
案
は
、

世
界
の
平
和
の
た
め
に
大
変
有
意
義

な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
国
際
交

流
協
会
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
ま
た
、
関
係

機
関
と
も
十
分
相
談
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

再
質
問
▼
「
菊
池
国
際
交
流
協
会
」

と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。
私
た

ち
中
学
生
に
も
で
き
る
活
動
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

答
弁
▼
「
菊
池
国
際
交
流
協
会
」

は
、
平
成
18
年
３
月
に
発
足
し
、
各

種
団
体
代
表
や
個
人
の
皆
さ
ん
約
80

人
の
会
員
か
ら
な
り
、
菊
池
市
に
住

ん
で
い
る
外
国
人
（
約
２
０
０
人
）

が
、
多
く
の
友
だ
ち
や
知
り
合
い
を

作
っ
て
楽
し
く
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
な
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま

す
。
韓
国
や
中
国
の
友
好
交
流
都
市

（
韓
国
は
忠
清
北
道
の
清
原
郡
、
全

羅
北
道
の
金
堤
市
、
中
国
は
山
東

省
泗
水
県
）
を
は
じ
め
と
し
て
海
外

交
流
で
も
、
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
中

学
生
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
た
ら
積
極
的

に
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
開
発
途
上
国
へ
の
援
助
物

資
な
ど
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

提
供
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成20年度菊池市女性の会交通安全ふれあいミニバレーボール大会
　菊池体育センターで、菊池市女性の会交通安全ふれあいミニバレー
ボール大会が開催されました。この大会は、菊池市女性の会（永田澄
代会長）が主催し、スポーツを通して会員相互の親睦と融和を図ると
ともに、広く交通安全を呼びかけることを目的として行われたもので
す。
　同会の会員 109人・16チームが参加し、七城より参加の「W高チー
ム」が優勝を収めました。競技中は、各コート内・外から歓声が起こ
り、参加者は親睦を深めながら爽やかな汗を流しました。
　また、試合後、初めての試みとして「福引大会」が実施され、会員
手作りのメダルや造花・パンなどの賞品に、参加者は大喜びでした。
上位の結果は次のとおりです。
優　勝　W高チーム（七城）
準優勝　なでしこチーム（七城）
３　位　フレンドチーム（菊池）、プリンスチーム（七城）菊池体育センターであった大会

　菊池市商工会（笠　愛一郎会長）が、中心商
店街を構成する「立町親栄会」（井上啓会長）に、
休憩スペース用のベンチ５脚を寄贈しました。“高
齢者にひと休みの場を”と今回初めて贈られたも
ので、ベンチは市内に工場を持つ 14社でつくる
「菊池市工業連絡協議会」（寺田章三会長）が、商
工会からの特別注文を受け製作しました。
　寄贈式には関係者などが出席し、井上会長が
「我々の町には休む場所が少ないと言われていま
した。このベンチでひと休みしながら街中散策を
してもらいたい」とあいさつ。早速関係者が設置
された椅子に腰掛け、座り心地を確かめました。
　今後、ほかの商店街にも贈られる予定で、商店
街の通行者増も同時に狙う目的があります。

　レモンガスくまもと（株）と、カマタ（株）
（赤津 太郎社長）の社員やその家族など
約 30人が、湯舟の溜池周辺を、ボランティ
アで清掃しました。これは、管内の環境美
化に対する貢献などの目的の一環で両社が
毎年取り組んでいるものです。
　参加者は、早朝から溜池周辺の草刈りや
ごみ拾いなどに汗を流しました。10月と
はいえ、残暑厳しい中、午前中いっぱい作
業が続けられ、すっきりした環境となりま
した。
　両社のこの清掃ボランティアは今後も続
けられます。作業、大変お疲れさまでした。

湯舟の溜池で
清掃ボランティア

10/5（日）

菊池の街に「憩いの場」10/14（土）

贈られたベンチに座る関係者

湯舟の溜池周辺の草刈り作業をする参加者

10/11
（土）

代
表
質
問

本会議場で代表質問する生徒（中央）
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